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ルタイム PCR法による菌密度定量法、佐賀県で
は、幼苗を用いた生物検定法等を開発した。

■夏期湛水による菌密度低減技術
佐賀県では、土壌中における菌密度の低減技

術として、梅雨明け後から 9月上旬までの盛夏
期に、50日間の湛水処理を行うことが有効であ
ることを明らかにした。これについては、本病
が多発した際の菌密度低減技術（菌密度のリセッ
ト）として、指導を行っている。

■防除対策マニュアルの作成
本研究事業の成果ついては、「タマネギべ

と病防除対策マニュアル」としてとりまと
め、佐賀県農業試験研究センターのホームペー
ジにて公開中である（https://www.pref.saga.lg.jp/
kiji00370267/3_70267_145580_up_82jy2qdq.pdf）。防除
指導等に活用していただきたい。

佐賀県および兵庫県においては、これらの成
果にもとづいた防除指導が行われており、提示
された防除を実践した農家においては、べと病
の発生が確実に抑えられている。産地からはさ
らなる低コスト化、省力化が求められており、
現在、省力技術の確立に向けた取組みを行って
いる。

2018年以降、アフリカ大陸東部からアラビア
半島にかけて、バッタが大量発生し、食糧供給
に深刻な影響をもたらしている。ここでは、そ
の生態、被害、発生状況などについて紹介する。
この大量発生したバッタはバッタ目バッタ科

に属するサバクトビバッタ（Schistocerca gregaria）
とされている。成虫の全長は、雄は 6～ 7.5cm、
雌は 7～ 9cmで、環境の変化によって異なっ
た形態や行動の個体を生じることが知られてい
る。低密度の環境下では、それぞれの個体は別々
に生活し、これらは孤独相と呼ばれる。発育に
適した環境下で密度が高くなると、成長する過
程で群生相となる。産卵は湿度が十分な土壌に
行われるため、乾燥地域では雨が繁殖や成長に
重要な役割を果たしている。近年の群生相の大
発生は 2018年のアラビア半島のサイクロンによ
る豪雨が引き金となった。群生相は風に乗って
飛翔し、1日に 9～ 10時間、最大で 200km以上
移動する。その飛行高度は 15～ 1,700mとされ
る。繁殖と移動を繰り返し、オオムギ、コムギ、
サトウキビ、トウモロコシ、ブドウ、ミカンな
どの重要な作物を含む様々な植物を食害する。
1km2の群れには約 4,000～ 8,000万頭の個体が含
まれ、4,000万頭の小さい群れでも 1日で 35,000
人分の食糧を食い尽くすとされる。今年は東ア
フリカ、南西アジア、紅海周辺地域で群生相が
確認されており、特に発生が深刻なソマリア、
エチオピアでは過去 25年で、ケニアでは過去
70年で最悪の事態とされ、約 2,000万人が食糧
危機に陥っている。このため、わが国はこれら
の国々に対し、8億 2,500万円の緊急支援を実施
している。

FAOの予測では、2018年から現在に至る大発
生については、インドまでは到達するがそれ以
上は東進しないとされる。一方、過去には中国
雲南省とチベットにおいて 2例の発生記録があ
り、インド、ネパール、ミャンマーを経由し、
雲南省やチベットなどの中国南西部に移動する
可能性があるとした情報、6月以降の降雨によっ
て発生した個体群が西アフリカ及び南西アジア
へさらなる分布拡大するとの予測もあるため、
今後の状況を注視する必要がある。
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